
２０２３年度 寸心読書会

1947年から続いている、一般の人を対象とした読書会です。

西田幾多郎の講義や講演を収録した講演集を読み進めます。

初めて読む方も、一人ではなかなか読むことができないという方も、お気軽にご参加ください。

— 実在の根柢としての人格概念 —

※輪読や質疑応答等、発言の際にはマスクの着用を推奨します。

『西田幾多郎講演集』を読む

石川県西田幾多郎記念哲学館　哲学ホール

無料

『西田幾多郎講演集』（岩波文庫） 
（テキストをご持参ください。哲学館でも購入できます。）

５０名 ※要申込、先着順（年間受講できる方）
住所・氏名（ふりがな）・電話番号を、電話・FAX・Emailで、下記までお申込みください。

テキスト

日　程

山本　英輔 （金沢大学教授）

第１回

第２回

第３回

第４回

第５回

E-mail:nishida-museum@city.kahoku.lg.jp

定　員

回 期日

４月１５日（土）

５月２０日（土）

６月１７日（土）

７月１５日（土）

１０月２１日（土）

２０２３年４月１５日～２０２４年３月１６日（全１０回）　／　午後１時３０分～３時

会　場

講　師

参加費

回 期日

第６回

第７回

第８回

第９回

第１０回

１１月１８日（土）

１２月１６日（土）

１月２０日（土）

２月１７日（土）

３月１６日（土）

　『西田幾多郎講演集』（岩波文庫）に収録されているテキストの一つで、西田が定年退官後の

1932年、信州の教員らを対象に行った3日間の講演会の記録です。この講演の中で西田は、

私たちの実在の世界は人格的なものだと語り、時間とは何か、自己とは何か、と問いながら考え

ています。

「実在の根柢としての人格概念」とは


